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二
〇
二
三
年
、
令
和
五
年
の

東
京
都
ラ
ベ
ル
印
刷
協
同
組
合

と
東
京
都
正
札
シ
ー
ル
印
刷
協

同
組
合
の
合
同
賀
詞
交
歓
会
は
、

一
月
十
二
日(

木)

午
後
五
時
よ

り
、
台
東
区
上
野
公
園
の
「
上

野
精
養
軒
」
に
於
い
て
、
組
合

員
・
会
友
、
協
賛
会
。
ご
来
賓
、

報
道
関
係
者
を
含
め
て
一
五
〇

名
が
参
加
し
て
三
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

                      

ラ

ベ

ル

組

合

の

藤

井

崇

徳

理
事
の
司
会
で
初
め
に
コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
や
東
京
都
の
要
請

な
ど
に
よ
り
い
つ
も
よ
り
三
十

分
時
間
短
縮
で
中
締
め
を
行
う

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
ご
来
賓
の

紹
介
の
後
、
両
協
組
の
理
事
長

が
壇
上
に
上
が
り
、
担
当
協
組

を
代
表
し
て
ラ
ベ
ル
組
合
の
北

島
憲
高
理
事
長
が
挨
拶
し
ま
し

た
。 

                      

 

北
島
理
事
長
は
「
昨
年
の
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｓ
で
は
各
社
と
も
新
機
種

を
出
展
し
性
能
も
上
が
り
感
心

し
て
み
て
お
り
ま
し
た
。
便
利

な
機
械
が
増
え
て
き
た
が
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
我
々
は
技

術
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。
特
色
の
イ
ン
キ
練
り

や
版
の
位
置
合
わ
せ
、
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
楽
な
方
向

に
流
れ
て
し
ま
え
ば
衰
え
て
し

ま
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

引

き

続

き

ご

来

賓

の

挨

拶

と
し
て
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
理
事
・
事
務
局
長
の
三

原
浩
造
氏
と
、
協
賛
会
会
長
、

リ
ン
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
社
長

の
服
部
真
氏
が
挨
拶
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
乾
杯
に
移
り
、
正
札 

シ
ー
ル
組
合
の
田
中
祐
理
事
長  

の
音
頭
で
出
席
者
全
員
が
三
年

ぶ
り
に
高
ら
か
に
乾
杯
を
し
ま

し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
と
直
前

に
な
っ
て
中
止
と
な
り
、
今
回

も
先
月
か
ら
急
速
に
感
染
者
が

増
加
し
、
一
時
開
催
も
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
時
間
を
三
十
分

短
縮
す
る
な
ど
感
染
対
策
に
も

万
全
を
期
し
て
開
催
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
お
互
い
に
顔
を
合

わ
せ
て
の
新
年
会
だ
け
に
、
話

も
弾
み
酒
も
進
み
、
あ
ち
こ
ち

で
久
々
の
再
会
を
喜
び
合
う
輪

が
い
く
つ
も
で
き
、
あ
っ
と
い

う
間
に
中
締
め
と
な
り
、
正
札

シ
ー
ル
組
合
の
宍
戸
伊
助
専
務

理
事
の
音
頭
で
三
本
締
め
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。 
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
で
は
こ
の
ほ
ど
左

記
の
と
お
り
「
第
七
回
技
術
優

良
工
場
十
七
社
を
認
定
致
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
二
三

年
は
第
六
回
技
術
優
良
工
場
認

定
十
二
社
と
合
わ
せ
て
二
十
九

社
が
認
定
工
場
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。 

優
良
工
場
選
定
の
目
的
は 

①
優
秀
な
技
術
者
を
輩
出
す
る

と
も
に
そ
の
技
術
を
用
い
て
製

作
さ
れ
た
製
品
の
普
及
を
推
進

す
る
た
め
に
、
「
技
術
優
良
工

場
」
の
指
定
を
し
て
業
界
の
活

性
化
を
図
る
。 

②
技
術
優
良
工
場
の
指
定
に
よ

っ

て

ア

ウ

ト

サ

イ

ダ

ー

と

の

「
差
別
化
」
を
図
り
そ
の
「
ス

テ
ー
タ
ス
」
を
確
立
す
る
。 

③
技
術
優
良
工
場
の
指
定
に
よ

っ
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を

図
る
な
ど
。 

そ

の

選

定

方

法

に

つ

い

て

は
、
第
三
十
二
回
シ
ー
ル
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
一

定
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
作
品

製
作
会
社
を
全
国
の
技
術
委
員

が
認
め
て
選
出
し
た
結
果
次
の

二
十
九
社
が
認
定
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
の
「
第
七
回
技
術
優

良
工
場
」
は
二
〇
二
三
年
一
月

一
日
か
ら
二
〇
二
四
年
十
二
月

三

十

一

日

ま

で

の
二

年

間

が

「
認
定
登
録
」
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
左
記
の
特
典
等
が
付
与
さ
れ

て
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 
 

①
認
定
工
場
専
用
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
付
与 

 
 

②
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク
の

付
与 

 
 

③
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク
の

使
用
許
可 

 
 

④
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介 

・
認
定
工
場
一
覧 

・
認
定
工
場
専
用
サ
イ
ト
を
作

成 

 
 

⑤
業
界
紙
に
「
優
秀
技
術
認

定
工
場
」
指
定
制
度
の
創
設
に 

つ
い
て
リ
リ
ー
ス
し
て
Ｐ
Ｒ
す

る 

 
 

⑥
全
国
会
員
名
簿
に
記
載
し

て
表
示
す
る 

 

認

定

工

場

二

十

九

社

は

次

の

通

り

。 

■

三

共

シ

ー

ル 

■

サ

ン

メ

ッ

ク 

■

丸

信 

■

精

英

堂

印

刷 

■

シ

モ

ク

ニ 

■

進

和

ラ

ベ

ル

印

刷 

■

タ

カ

ラ

印

刷 

タ

カ

ラ 

■

宝

朱

印

刷 

■

サ

ト

ー

イ

ン

プ

レ

ス 

■

大

輪

印

刷 

■

シ

ー

ベ

ル

産

業 

■

ア

サ

ヒ

ラ

ベ

ル 

■

ヤ

マ

ッ

ク

ス

大

阪

工

場 
■

京

都

シ

ー

ル

レ

ー

ベ

ル 

■

大

槻

シ

ー

ル 

■

ワ

ー

ル

ド

プ

リ

ン

タ

ー 

■

コ

ー

ワ

シ

ー

リ

ン

グ 

■

北

島

シ

ー

ル

印

刷

所 

■

サ

ン

技

研 

■

野

村

企

画 

■

九

州

ク

ラ

フ

ト

工

業 

■

山

梨

シ

ー

ル

印

刷 

■

恵

比

寿

堂

印

刷 

■

北

村

三

昌

館

印

刷

所 

■

東

洋

レ

ー

ベ

ル 

■

フ

ォ

ー

ワ

テ

ッ

ク

ジ

ャ

パ

ン 

■

ヤ

マ

ッ

ク

ス

東

京

事

■

業

本

部

・

埼

玉

工

場 

■

プ

ラ

イ

ム

・

ハ

ラ 

■

丸

紀

印

刷 

当
組
合
か
ら
は
、
北
島
シ
ー

ル
印
刷
所
、
サ
ン
技
研
、
ヤ
マ

ッ
ク
ス
東
京
事
業
本
部
・
埼
玉

工
場
の
三
社
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

                       

            

 

                    

 

全日本シール印刷協同組合連合会 

第 7 回技術優良工場 17 社 

第 6 回と合わせ 29 社を認定 

令和 5 年度第・57 回通常総会 

参加は組合員の義務ではなく権利です 

5 月 26 日に上野東天紅で開催 

 



十
月
理
事
会
議
事
録 

 
■
日 
時 

令
和
四
年
十
月

二
十
一
日(
金) 

 

午
後
六
時 

■
場 

所 
 

組
合
会
議
室 

■
出
席
者 

北
島
憲
高 

本

間
敏
道 

大
澤
雅
純 
保
坂
知

彦 

川

野

豊

久 

清

宮

和

夫
(

参
与) 

■
欠
席
者 

藤
井
崇
徳 

藤

井
雅
一 

《
議
題
》 

１. 

勉
強
会
報
告
に
つ
い
て 

九
月
三
〇
日(

金)

開
催
の

「
シ
ー
ル
印
刷
の
見
積
も
り
」

の
勉
強
会
は
、
現
地
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
せ
一
〇
〇
名
を
越
え

る
参
加
者
だ
っ
た
。
普
段
組
合

活
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
人

も
参
加
し
て
お
り
好
評
だ
っ

た
。
工
賃
か
ら
、
時
間
か
ら

色
々
な
見
積
も
り
方
法
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
今
後
の
経

営
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
と
北
島

理
事
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

２.

年
次
大
会(

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会)

に
つ
い
て 

 

十

一

月

二

十

五

日

に

東

京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
於
い
て
、
年

次
大
会(

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会)

が
開

催
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
３
８

名
が
参
加
申
し
込
み
を
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

サ
ン
技
研
の
田
中
工
場
長
、
光

英
堂
シ
ー
ル
印
刷
の
本
橋
さ
ん

が
優
良
従
業
員
と
し
て
表
彰
さ

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

３.

忘
年
会
開
催
に
つ
い
て 

恒
例
の
合
同
支
部
会(

忘
年

会)
開
催
に
つ
い
て
、
当
初
は
十

二
月
二
日
開
催
予
定
で
あ
っ
た

が
、
十
二
月
九
日(

金)

の
開
催

に
変
更
し
、
勉
強
会
に
つ
い
て

今
回
は
開
催
し
な
い
こ
と
に
な

り
、
会
場
に
つ
い
て
は
大
澤
福

利
厚
生
委
員
長
に
一
任
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

４.

賀
詞
交
歓
会
開
催
に
つ
い

て 

新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
は

2

年
連
続
で
中
止
と
な
っ
た
が
、

来
年
は
開
催
で
き
る
こ
と
を
前

提
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
一

月
十
二
日(

金)

午
後
五
時
よ
り

上
野
精
養
軒
に
お
い
て
開
催
予

定
。
今
回
は
当
組
合
が
担
当
で

十
一
月
中
旬
に
案
内
状
を
発
送

予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。 

５.

そ
の
他
に
つ
い
て 

今

後

の

組

合

事

業

に

つ

い

て
は
勉
強
会
、
ミ
ニ
機
材
展
、

研
修
旅
行
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た

が
、
清
宮
参
与
か
ら
以
前
に
も

提
案
し
た
が
、「
出
前
講
座
」
を

開
催
し
て
い
き
た
い
と
意
見
が

出
さ
れ
、
特
に
シ
ー
ル
業
者
の

営
業
マ
ン
に
対
し
て
シ
ー
ル
印

刷
の
基
礎
知
識(

用
語
の
解
説)

の
よ
う
な
勉
強
会
を
開
催
で
き

れ
ば
と
要
望
が
出
さ
れ
今
後
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ミ
ニ
機
材
展
に
つ
い
て
は
開
催

す
る
な
ら
二
月
か
三
月
だ
が
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
開
催
で
は
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
の
で
、
大

阪
や
九
州
の
よ
う
な
会
も
兼
ね

た
開
催
が
で
き
れ
ば
い
い
が
、

東
京
の
場
合
は
会
場
が
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
今
後
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

終
了
午
後
七
時
四
〇
分 

 

三
年
ぶ
り
に
合
同
支 

部
会(

忘
年
会)
を
開
催 

  

恒
例
の
合
同
支
部
会(
忘
年

会)

は
、
十
二
月
九
日(

金)

午
後

六
時
よ
り
、
台
東
区
江
上
野
広

小
路
の
「
辻
が
花
」
に
於
い
て

三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
十
二
月
に
は
忘
年
会
を

兼
ね
た
合
同
支
部
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
二
年
間
開
催
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
三
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

 

挨
拶
に
立
っ
た
北
島
理
事
長

は
「
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
や
っ
て
集
ま

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
情
報

交
換
を
し
っ
か
り
と
し
て
今
後

も
組
合
事
業
を
推
進
し
て
き
た

い
」
と
語
り
、
こ
の
後
恒
例
の

福
引
も
行
わ
れ
、
豪
華
景
品
が

当
た
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。 

 

                   
 

 

               



■
難
病
と
は 

パ

ー

キ

ン

ソ

ン

病

や

筋

無

力
症
に
代
表
さ
れ
る
難
病
と
は
、

発
病
の
原
因
が
明
確
で
な
い
た

め
に
治
療
方
法
が
確
立
し
て
お

ら
ず
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と

す
る
疾
患
で
す
。
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
で
、
症
状
を
安
定

さ
せ
な
が
ら
普
通
の
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
人
が 

                
 増

え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
難

病
法
や
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
る
福
祉
的
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

「
難
病
」
と
い
う
言
葉
を
聞

く
と
、「
治
り
に
く
い
病
気
」「
重

い
症
状
が
出
て
、
寝
た
き
り
に

な
っ
て
し
ま
う
病
気
」
と
い
っ

た
印
象
を
持
つ
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
実
際
は
、
こ
れ
ま
で
の

難
病
対
策
の
成
果
と
し
て
、
医

療
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
日
常
生

活
に
お
い
て
全
面
的
な
介
助
を

必
要
と
す
る
人
は
一
部
で
、
症

状
が
安
定
し
、
ほ
ぼ
問
題
な
く

日
常
生
活
を
送
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。 

そ

の

一

方

で

完

治

は

未

だ

難
し
い
こ
と
が
多
く
、
軽
症
を

維
持
し
て
い
て
も
、
定
期
的
な

通
院
と
服
薬
等
、
生
活
に
お
け

る
自
己
管
理
が
不
可
欠
で
す
。 

  

■
難
病
の
定
義
と
は 

二
〇
一
五
年
施
行
の
「
難
病

の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関

す
る
法
律
（
難
病
法
）
」
で
は
、

以
下
の
四
つ
の
要
素
を
全
て
満

た
す
疾
患
を
難
病
で
あ
る
と
定

義
し
て
い
ま
す
。 

 

①
発
病
の
機
構
（
原
因
）
が

明
ら
か
で
な
い 

②

治

療

方

法

が

確

立

し

て

い
な
い 

③
希
少
な
疾
患
で
あ
る
（
が

ん
、
精
神
疾
患
、
感
染
症
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
等
、
個
別
の
施

策
体
系
が
確
立
し
て
い
る
疾
患

は
含
ま
れ
な
い
） 

④

長

期

の

療

養

を

必

要

と

す
る 発

病

の

機

構

が

明

ら

か

で

な
く
、
か
つ
、
治
療
方
法
が
確

立
し
て
い
な
い
希
少
な
疾
病
で

あ
っ
て
、
当
該
疾
病
に
か
か
る

こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療

養
を
必
要
に
な
る
も
の 

 

■
主
な
難
病
と
は 

 

①
消
化
器
系
疾
患
（
潰
瘍
性

大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
等
） 

②
自
己
免
疫
疾
患
（
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
全
身
性

強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
／
多
発
性

筋
炎
等
） 

③
神
経
・
筋
疾
患
（
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
、
も
や
も
や
病
、
多

発
性
硬
化
症
／
視
神
経
脊
髄
炎
、

重
症
筋
無
力
症
等
） 

 

 
■
国
の
指
定
難
病
は
三
三
一

種
類
も 

難

病

は

治

療

方

法

が

確

立

し
て
お
ら
ず
、
長
期
の
療
養
を

必
要
と
す
る
こ
と
で
大
き
な
経

済
的
負
担
を
強
い
ま
す
。
国
が

「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
ら

れ
る
基
準
に
基
づ
い
て
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
と
し
て
い
る

難
病
を
「
指
定
難
病
」
と
呼
び

ま
す
。 

 

指
定
難
病
は
、
難
病
の
う
ち
、

以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も

の
で
す
。 

①

患

者

数

が

本

邦

に

お

い

て
一
定
の
人
数
（
人
口
の
〇
・

一
％
程
度
）*

に
達
し
な
い
こ
と 

②
客
観
的
な
診
断
基
準
（
又

は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
が
確

立
し
て
い
る
こ
と 

「
指
定
難
病
」
に
認
定
さ
れ
て

い
る
病
気
の
種
類
は
、
二
〇
一

八
年
四
月
一
日
よ
り
、
指
定
難

病
に
は
三
三
一
疾
患
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

  

■
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
と
な
る
ケ
ー
ス 

 

指
定
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病

状
の
程
度
が
「
重
症
度
分
類
等
」

と
い
う
基
準
に
お
い
て
一
定
の

程
度
以
上
で
あ
っ
た
り
、
継
続

的
な
高
額
医
療
費
の
負
担
の
あ

る
場
合
、
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
難
病
の
あ
る
人
が

都
道
府
県
の
窓
口
へ
申
請
し
、

審
査
を
経
て
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

指
定
難
病
の

診
断
基
準
と
重
症
度
分
類
等
は
、

個
々
の
疾
患
ご
と
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

【
参
考
資
料
】 

h
ttp

s
://s

n
a

b
i.jp

/a
r
tic

le
/4

5
 

                                 

No173 健康がいちばん !   

国指定の難病は 331 種類も 

原因不明で治療方法もなし 

 

https://snabi.jp/article/45


 

    

 

第
六
章 
あ
な
た
は
あ
な
た

の
微
生
物
が
食
べ
た
も
の
で
で

き
て
い
る(

２) 

 

微
生
物
に
必
要
な
餌
を
や
り

忘
れ
て
い
な
い
か 

 

ア
フ
リ
カ(

プ
リ
キ
ナ
フ
ァ

ソ)

と
イ
タ
リ
ア
の
子
ど
も
の

食
事
を
比
べ
る
と
摂
取
量
が
明

ら
か
に
違
う
栄
養
成
分
が
見
つ

か
っ
た
。
そ
れ
は
食
物
繊
維
だ
。

野
菜
穀
類
豆
類
は
繊
維
質
を
多

く

含

む

。

イ

タ

リ

ア

の

子

は

二
％
、
ア
フ
リ
カ
の
子
は
三
倍

の
六
・
五
％
で
あ
る
。
一
九
四

〇
年
一
月
、
七
〇
ｇ
の
食
物
繊

維
を
摂
取
し
て
い
た
が
、
今
は

二
〇
ｇ
に
、
私
た
ち
は
ど
ん
ど

ん
野
菜
を
食
べ
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
壱
日
で
取
る
野
菜

は
一
九
四
〇
年
代
七
〇
ｇ
、
二

〇
〇
〇
年
代
二
七
ｇ
。
食
物
繊

維
に
富
む
豆
類
穀
類(

パ
ン
を

含
む)

、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
減
っ
て

い
る
。
と
に
か
く
以
前
よ
り
食

物
性
食
品
を
食
べ
な
く
な
っ
て

い
る
。
食
物
性
食
品
に
富
む
食

生
活
は
痩
せ
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ

イ
オ
―
タ
を
育
て
る
。
や
せ
た 

     

ヒ
ト
は
太
っ
た
人
に
比
べ
て
ア

ッ
カ
ー
マ
ン
シ
ア
と
い
う
細
菌

が
腸
内
に
多
く
い
る
。
腸
壁
を

覆
う
粘
液
層
を
厚
く
す
る
こ
と

で
細
菌
由
来
の
リ
ポ
多
糖
が
腸

壁
を
越
え
て
血
液
に
入
り
込
む

の
を
阻
止
し
て
い
る
。 

 

リ
ポ
多
糖
は
血
液
に
入
る
と

脂
肪
細
胞
に
炎
症
を
生
じ
さ
せ

不
健
康
な
体
重
増
加
招
く
。
高

脂
肪
食
を
し
て
い
る
マ
ウ
ス
に

食
物
繊
維
を
た
く
さ
ん
与
え
る

と
そ
の
マ
ウ
ス
は
食
生
活
起
因

性
の
肥
満
に
な
ら
ず
に
済
む
。 

 

現
代
人
の
問
題
は
脂
肪
を
多

く
と
り
な
が
ら
食
物
繊
維
を
と

ら
な
か
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
祖
先
の
食
事
に
は
難
消
化

性
の
炭
水
化
物
が
多
か
っ
た
。

現
在
の
私
た
ち
と
比
べ
て
十
倍

の
一
日
百
ｇ
の
食
物
繊
維
を
食

べ
て
い
た
。
食
物
繊
維
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
り
、
腸
壁
の
防
御

を
強
化
す
る
細
菌
が
増
え
れ
ば

リ
ポ
多
糖
が
血
中
に
入
り
込
む

こ
と
も
な
く
、
免
疫
系
は
平
静

を
保
ち
脂
肪
細
胞
は
肥
大
す
る

こ
と
な
く
分
裂
し
て
数
を
増
し

て
い
た
。
重
要
な
の
は
微
生
物

そ
の
も
の
で
は
な
く
微
生
物
が

食
物
繊
維
を
分
解
す
る
と
き
に

出
す
物
質
短
鎖
脂
肪
酸
だ
。
酢

酸
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、
酪
酸
で

食
物
繊
維
好
き
の
微
生
物
は
短

鎖
脂
肪
と
い
う
腱
を
作
っ
て
免

疫
細
胞
だ
け
で
な
く
脂
肪
細
胞

に
つ
い
て
い
る
。 

 

脂
肪
細
胞
は
肥
大
す
る
の
を

や
め
て
分
裂
す
る
・
脂
肪
細
胞

に
と
っ
て
は
細
胞
分
裂
す
る
の

が
健
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
法

だ
。
短
鎖
脂
肪
酸
の
鍵
で
Ｇ
Ｐ

Ｒ
４(G

蛋
白
質
共
役
受
容
体) 

を
解
錠
す
る
と
レ
プ
チ
ン
が
放

出
さ
れ
、
満
福
中
枢
が
刺
激
さ

れ
る
。
食
物
繊
維
を
食
べ
る
と

満
腹
感
が
得
ら
れ
る
の
は
こ
の

た
め
で
あ
る
。
特
に
酪
酸
は
腸

壁
の
す
き
間
を
ふ
さ
ぐ
。
微
生

物
が
酪
酸
を
多
く
出
せ
ば
出
す

ほ
ど
ヒ
ト
の
遺
伝
子
は
多
く
の

蛋
白
質
の
鎖
を
つ
く
り
、
腸
壁

を
堅
固
に
す
る
。
堅
固
に
す
る

必
要
条
件
は
特
定
の
食
物
繊
維

を
小
さ
な
分
子
に
分
解
す
る
微

生
物
、
そ
の
餌
と
な
る
食
物
繊

維
を
多
く
食
べ
る
こ
と
。 

 

ヒ
ト
の
体
重
は
「
カ
ロ
リ
ー

イ
ン
」「
カ
ロ
リ
ー
ア
ウ
ト
」
の

差
し
引
き
で
な
く
、
食
生
活(

特

に
食
物
繊
維
の
摂
取
量)

と
微

生
物
、
短
鎖
脂
肪
酸
腸
壁
の
透

過
性
、
慢
性
炎
症
の
相
互
作
用

の
影
響
を
受
け
る
。
肥
満
は
単

な
る
過
食
の
結
果
で
は
な
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
整
の
不
具
合
に
よ

る
病
気
な
の
だ
ろ
う
。
貧
し
い

食
生
活
も
ま
た
体
重
増
加
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
ケ
ー

キ
を
食
べ
て
も
豆
類
を
同
時
に

食
べ
れ
ば
良
い
と
い
う
事
だ
ろ

う
か
。
ま
あ
、
た
ぶ
ん
そ
う
い

う
こ
と
だ
。
食
物
繊
維
の
摂
取

量
の
少
な
さ
と
肥
満
に
関
連
性

が

あ

る

こ

と

を

示

す

研

究

は

続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
脂

肪
の
摂
取
量
に
関
係
な
く
食
物

繊
維
の
摂
取
が
多
い
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ

値
が
低
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
低
カ
ロ
リ
ー
食
に
食
物
繊

維
を
追
加
す
る
と
減
量
を
促
す

こ
と
を
示
し
た
研
究
も
あ
る
。

「
本
物
の
食
べ
物
を
食
べ
よ
う
、

た
だ
し
、
食
べ
過
ぎ
ず
野
菜
中

心
で
」
野
菜
は
私
た
ち
と
微
生

物
の
双
方
に
栄
養
を
与
え
、
健

康
と
幸
せ
を
左
右
す
る
微
生
物

の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
し
て
く
れ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

「
何
事
も
適
度
に
」
見
落
と
し

て
い
た
栄
養
成
分
は
食
も
繊
維

だ
。
植
物
を
食
べ
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。 

                                 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

⒒) 

 

見
落
と
し
て
い
た
の
は
「
食
物
繊
維
」
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 

 



 

 

 

こ
こ
数
年
「
蔵
前
」
と
い
う

地
名
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
先
日
も

不
動
産
業
者
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ

ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
も
「
蔵
前
」

と
い
う
名
前
を
付
け
る
だ
け
で

完
売
す
る
と
い
う
。
組
合
の
事

務
所
も
蔵
前
四
丁
目
で
あ
る
が
、

確
か
に
最
近
様
々
な
店
が
あ
ち

こ
ち
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
る
。 

 

蔵
前
と
い
う
地
名
は
こ
の
地

に
江
戸
幕
府
の
御
米
蔵
（
浅
草

御
蔵
）
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。 

こ
の
蔵
は
幕
府
が
天
領

他
か
ら
集
め
た
米
を
収
蔵
す
る

た
め
の
も
の
で
、
元
和
六
年
（
一

六
二
〇
年
）
に
鳥
越
神
社
の
丘

（
鳥
越
山
）
に
あ
っ
た
三
神
社

の
う
ち
二
社
を
移
転
さ
せ
、
丘 

の
切
り
崩
し
に
よ
っ
て
隅
田
川 

 

    

を
埋
め
立
て
て
造
ら
れ
た
と
、

物
の
本
に
は
書
い
て
あ
る
。 

蔵

前

は

現

在

一

丁

目

か

ら

四
丁
目
ま
で
あ
り
、
隅
田
川
と

蔵
前
橋
通
り
、
江
戸
通
り
、
国

際
通
り
、
新
堀
通
り
を
境
界
に

し
て
い
る
。 

昭

和

三

十

九

年

か

ら

三

年

間
、
私
は
蔵
前
工
業
高
校
建
築

科
に
通
っ
て
い
た
。
当
時
は
浅

草
橋
か
ら
柳
橋
を
通
っ
て
通
学

し
て
い
た
が
、
柳
橋
の
両
側
に

は
相
撲
部
屋
と
料
亭
が
立
ち
並

ん
で
お
り
、
夜
に
な
る
と
柳
橋

芸
者
を
乗
せ
た
人
力
車
が
行
き

交
い
賑
わ
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
学
校
の
真
ん
前
に
は

蔵
前
橋
通
り
を
挟
ん
で
蔵
前
国

技
館
が
あ
り
、
場
所
が
開
催
さ

れ
て
い
る
時
は
賑
や
か
さ
が
増

し
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
国

技
館
も
両
国
に
移
り
、
相
撲
部 

屋
や
料
亭
も
一
軒
ま
た
一
軒
と 

 

姿
を
消
し
、
今
や
一
軒
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
。 

通

な

人

な

ら

知

っ

て

い

る

と
思
う
が
江
戸
通
り
沿
い
に
あ

る
古
書
店
・
御
蔵
前
書
房(

お
く

ら
ま
え
し
ょ
ぼ
う
・
写
真)

は
、

一
見
の
価
値
あ
り
。
と
に
か
く

建
物
が
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う

な
ほ
ど
古
く
、
店
内
も
古
書
が

乱
雑
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

特
に
看
板
に
「
大
江
戸
・
大
東

京
関
係
・
相
撲
文
献
」
と
あ
る

よ
う
に
、
特
に
相
撲
に
関
す
る

文
献
は
在
庫
目
録
に
掲
載
で
き

な
い
ほ
ど
多
く
あ
る
と
い
う
。

ぜ
ひ
お
薦
め
し
た
い 

 

も

と

も

と

蔵

前

は

お

も

ち

ゃ
の
問
屋
や
模
型
の
卸
、
革
製 

品
の
店
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
も
数
件
残
っ
て
お
り
、

特
に
革
製
品
の
店
は
こ
こ
に
き

て
ま
た
増
え
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
し
か
し
今
や
蔵
前
は
ま
っ

た
く
新
し
い
街
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
特
に

目
立
つ
の
は
カ
フ
ェ
と
ラ
ン
チ

の
店
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
製

造
工
程
を
見
な
が
ら
カ
フ
ェ
を

楽
し
め
る
「
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
」

が
で
き
て
か
ら
は
、
若
い
女
性

客
が
多
く
な
り
、
そ
れ
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
次
か
ら
次
へ
と
カ
フ

ェ
や
墨
田
川
河
畔
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
オ
ー
プ
ン
し
、
夜
に
は
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
な
が
ら
デ
ィ

ナ
ー
と
い
う
デ
ー
ト
コ
ー
ス
に

も
な
っ
て
い
る
。 

組

合

と

目

と

鼻

の

先

に

は

か
つ
て
一
世
を
風
靡
し
た
あ
の

フ

ァ

ッ

シ

ョ
ン

メ
ー

カ

ー

の

「
Ｖ
Ａ
Ｎ
」
の
本
社
と
店
舗
が

あ
る
。
ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
草
分
け
と
な
り
、
銀
座
の

み
ゆ
き
族
は
こ
の
「
Ｖ
Ａ
Ｎ
」

の
紙
袋
を
持
っ
て
歩
く
の
が
お

し
ゃ
れ
と
言
わ
れ
た
。 

し
か
し
、
蔵
前
が
シ
ー
ル
印

刷
の
発
祥
の
地
だ
と
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
。
明
治
二
十
九

年
に
「
舌
出
し
レ
ッ
テ
ル
」
の

名
称
で
有
名
な
平
山
秀
山
堂
が

創
業
し
、
こ
の
他
に
も
萩
原
レ

ッ
テ
ル
や
津
山
印
刷
、
シ
ー
ル

印
刷
の
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
て

い
る
中
田
シ
ー
ル
な
ど
が
こ
の

あ
た
り
で
創
業
し
て
お
り
、
現

在
の
臼
井
印
刷
も
昭
和
初
期
に

は
す
で
に
創
業
し
て
い
た
。 

 

(

Ｔ
・
Ｈ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ぶ
ら
っ
と
・
蔵
前 

 
 

 

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

蔵前地名の由来  

蔵前橋の風景  

御蔵前書房店舗  


